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ネットワーク上に分散接続された多種ワークステーション,パーソナルコンピュ

ータ,ワードプロセッサなど,共用データベースやローカルなデータベースにアク

セスしてデータ,文書,図形などの各種情報を交換,合成,蓄積処理する高度なOA

システムの実用化が迫られている｡その実現に必要な基本技術の一つとして,この

たびOAシステム指向と大形計算機HITAC Mシリーズのリレーショナルデータベー

スとのファミリー構成をシステムコンセプトとするOAワークステーション用リレー

ショナルデータベースシステムの基本技術を開発した｡

本論文では,開発のねらい,機台巨,リレーショナルデータベースシステムの高速

処理,コンパクト化,多種ワークステーション間でファミリー化するための移植性

向上技術,適用形態及び効果について述べる｡

ロ 緒 言

OA(オフィスオートメーション)は,オフィスでの定形業務

に加えて従来計算機で扱いにくかった文書作成,情報の収集,

分析,蓄積などの非定形業務の生産性向上を達成しようとす

るものである｡ニの実現には,マイクロエレクトロニクス技

術に基づくワードプロセッサ,ファクシミリ,ワークステー

ションなどのOA機器が利用されている｡更に,大幅なオフィ

スの生産性を向上させるには,互いに独立して使オ)れてきた

OA機器をLAN(ローカルエリアネットワーク)で有機的に分

散,接続し共用データベースやローカルなデータベースにア

クセスして文書,図形,音声といった形でデータを相互に交

換,共用できる高度の統合形OAシステムが必要とされている

(図1参照)｡この実現に必要な基本技術の一つとして,OA機

器間で情報を蓄積,検索,管≡哩,交換ができ大形計算機HITAC

Mシリーズのりレーショナルデータベース管理システム(RDB

l)とファミリーを構成するOAワークステーション用リレーシ

ョナルデータベース管理システムの基本技術を開発した｡本

稿では,OAでのリレーショナルデータベース管理システムの

機能,使い方,実現技術,適用効果などについて述べる｡
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●ローカルエリアネットワーク:OA横器間の結合

●データベース:情報の蓄積,共用

●ワークステーション:高機能,高性能化,機械一人間インタフェース

図l 統合形OAシステムの構成例 +AN(ローカルエリアネットワー

ク)上に分散接木売されたパーソナルコンピュータ,ワークステーション,ワード

プロセッサなどのOA機器と.それら機器から共用されるデータペース,プリン

タ,ファイルなどの機能をj是供するサーバから構成される｡
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臣10A機能とリレーショナルデータベースシステム

統合形OAシステムでは,システム内で扱う情報量の多さ,

質の高さが重要であり,その情報を格納するデータベースを

構築,運営,管理するためのDBMS(データベース管理システ

ム)の役割が極めて大きい｡更に,システム構築にはi欠の二つ

の要素が重要である｡(1)情報は,ネットワークを介してi充通,

利用されるたびに価値が高まる｡情報のi東通路を提供する

LANは,基本要素の一つである｡(2)情報は,人間主体で処理

することから,使いやすいマンマシンインタフェースを提供

するワークステーションも必要要素である｡

一方,オフィスでの仕事は,文書,伝票などの作成,編集,

検索,交信に関するものが多く,非定形でその内答はあらか

じめ決められていないという特徴をもつ｡

これらのことから,OAワークステーションのデータベース

に要求される条件は,(1)非定形業務が扱え,(2)計算機の知識

のない人にとっても使いやすく,(3)異なったワークステーシ

ョンのデータベース間で情報のスムーズな交換ができること

である｡

汎用のデータベースモデルには,ネットワーク,階層,リ

レーショナルの3種類がある｡このうちネットワーク,階層

データベースモテリレは,データベース中のデータ構造を親子,

順序,領域,配置などで定義するために専門知識を必要とし､

効率よくデータベースをアクセス,運用するためには,専門

の人が注意深く管理しなければならない｡またアクセスは,

データベースの構造を意識して行なわなければならない｡

これに対して,リレーショナルデータベースモデルは,リ

レーション(テーブル)と呼ばれるフラットな表形式のデータ

構造を用いているため,比較的理解しやすく操作も容易であ

る｡データベースへのアクセスは,テーブルを分割したr),

複数テーブルを結合する操作や演算が定式化されておr),非

手続き的な言語でユーザー白身で直接データベースを定義し

たり,操作,検索することができる｡更に,LAN上の地理的

に分散されたデータベースのテーブルを論理的に結合したり,

逆に,ホストコンピュータやデータベースサーバのデータを

ワークステーション上のローカルなデータベースに選択,切

り出す処理にもこの単純な言語が利用できる｡
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このような特徴からりレーショナルデータベースは,統合

形OAシステムを構築するのに向いているので,(1)大形計算機,

ワークステーション,パーソナルコンピュータなどでリレー

ショナルデータベースのアクセス(照会)言語を標準化し,(2)

各種ワークステーション上にリレーショナルデータベース管

理システムをファミリー化して搭載した｡

同 機能概要と照会言語

3･lワークステーション用リレーショナルDBMSの機能

テーブルは,図2(a)に示すようなアクセスの基本単位であ

る複数の縦の列(カラム)と,横の行(ロー)から構成されてい

る｡テーブルは,従来のファイルに対応し,ローはレコード

に,カラムはフィールドにそれぞれ対応している｡データベ

ースは複数のテーブルから構成されておr),これを扱うリレ

ーショナルDBMSの機能を同図(b)に示す｡

(1)テーブルの定義,削除

テーブルは､テーブル名,カラム名,カラムに格納される

データのタイプを指定してデータベース中に新しく定義した

り,カラムを追加したり,不軌二なったテーブルを削除する

ことが任意の時点で行なえる｡

(2)データの操作

定義したテーブルはデータ操作機能により,値の挿入,更

新,削除ができる｡テーブル定義とデータ操作機能により,

データベースを構築することができる｡

(3)データの検索

リレーショナルDBMSでのデータ検索は,主機能の一つで

あり関係代数の選択,射影,結合演算を非手続き形式(アクセ

ス手順を条件判定や繰返し機能を使わず)で指定して行なう｡

選択は,図3に示すようにテーブル上の条件に合うローだけ

を,射影は,園4に示すように指定したカラムだけを部分抽

出して検索する｡また,結合は図5に示すように,二つのテ

ローJ

｢
｢

カラム

商品番号 商品名 値 段

10 ラジオ 5,500

20 ビデオ 150,000

30 テレビ 30,000

90 ワープロ 300,000

(a)データ構造

テーブル定義

データ操作

(格納,更新,挿入)

データ検索

インデックスの定義

データベース

ホスト言語インタフェース

(b)機能概要

機密保護

排他制御

リカバリ

図2 データ構造とリレーショナルデータベース管理システムの

機能概要 リレーショナルデータベースで扱うデータ構造は,シンプルな

表形式をLている｡データベース管理システムは,テーブル定義,データ操作,

検索など八つの主機能を備えている｡
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検索内容 在庫テーブルから,在庫量が,200以上の商品の商品番号,商品名,
価格,在庫量を表示する｡

在庫テーブル

===> select*

商品番号

210

310

311

410

420

430

431

501

520

541

542

11行検索しま
>

照会言語

from在庫テーブル

商品名

ラジオ

テレビ

テレビ

ビデオテープ

ビデオカメラ

ビデオデッキ

ビデオデッキ

冷蔵庫

洗濯機
エアコン

エアコン

した｡

価格 在庫量

49800

265000

179000

3300 2

148000

139000

173000

13500

71000

362000

337000

丑
===> select商品番号,商品名,価格,在庫量

f｢om在庫テーブル where在庫量 >200

丑
検索結果

商品番号 商品名

210 ラジオ

310 テレビ

410 ビデオテープ

431 ビデオデッキ

4行検索しました｡
>

条件(在庫量>200)による選択

価格

49800

265000

3300

173000

一
〇
〇
〇
〇

■
3
0
2
5
5
0
2
2

嘩

2

図3 選択(条件の合致ロー)による検索 テーブル中の指定されたカ

ラムの条件に合致した値をもつローを検索する｡

ーブルを共通カラムを指定して一つのテーブルに結合して検

索する｡この基本検索機能は,組み合わせて使用することや,

結果に対し並び替えやグループ化が指定できる｡

(4)インデックスの定義,削除

テーブルの大量データ中から検索条件に合うデータが,高

速検索できるようにインデックスを定義できる｡インデック

スは,テーブル上の任意のカラムに対して随時定義したり,

削除できる｡更に,テーブル中のデータ更新に対応したイン

デックスの保守は,リレーショナルDBMSで自動的に行なう

のでユーザーは意識する必要はない｡

(5)機密保護,排他制御

複数の人が,データベースをアクセスするために人に見せ

たくないテーブルの指定や更新の禁止など,アクセス権の指

定や解除機能がある｡また,テーブルの更新中は,他人の参

照を禁止するなどの排他制御の機能がある｡

(6)障害回復

言式行錯誤による操作でテーブルを操作前に戻したリユーザ

ーの操作誤り,ディスク媒体の不良,オペレーティングシス

テムやDBMSの誤動作などの障害からデータベースを守るた

めにテーブルを故障前に戻すための機能をもっている｡

3.2 照会言語の仕様

ワークステーション用リレーショナルDBMSの照会言喜吾の

基本仕様概要は,表lに示すようなものである｡本仕様は,

ISO(国際標準化機構)で標準化中のSQL(Structured Query



検索内容 在庫テーブルから商品番号,商品名,在庫量を表示する｡

在庫テーブル

===> seleot*from在庫テーフ′ル

商品番号

210

310

311

410

420

430

431

501

520

541

542

11行検索Lまとた｡
>

照会言語

商品名

ラジオ

テレビ

テレビ

ビデオテープ

ビデオカメラ

ビデオデッキ
ビデオデッキ

冷蔵庫

洗濯機

エアコン

エアコン

且

価格

49800

2(∋5000

179000

3300

148000

139000

173000

13500

71000

362000

337000

===> select商品番号,商品名,在庫量什om在庫テーブル

検索結果

商品番号 商品名

0
0
1
0
0
〈
U

l

l

O
1
2
た

引
3
1
引
引
4
2
4
3
4
3
5
0
5
2
5
4
5
4
し

･まし索横行〓
>

ラジオ

テレビ

テレビ

ビデオテープ

ビデオカメラ

ビデオデッキ

ビデオデッキ

冷蔵庫

洗濯機

エアコン

エアコン

丑

一重庫在

0
0
0
0
5
5
▲
U
5
〈
U

O

O

O
5
0
0
3
7
2
3
7
5
4

3

2

1

【
h
)

1

1

2

1

2

(商品番号,商品名,在庫量)への射影

-
0
0
0
0
5
5
0
5
0
0
0

一
〇
5
(
U

O
3
7
2
つ
∪
7
5
4

量
-
3
2
1
2
5
-
1
2

1

嬰

図4 射影(カラムの選択)による検索 テーブル中の指定Lたカラム

を検索する｡
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Language)言語に準拠し,日立製作所の大形計算機HITAC

MシリーズのリレーショナルDBMS(RDBl)のサブセットとし

た｡更にワークステーション用リレーショナルDBMSの照会

言語仕様は,主メモリ,二次メモリ量が多く実装され,複数

ユーザーで同時使用できる高級形ワークステーションと単一

ユーザーで使う普及形ワークステーション用に2種類用意し

て,選択してj采用できるようにした｡両者の仕様の主な相違

点は,障害回復,複数ユーザー同時参照用機能があるかない

かである｡

(1)照会言語の特徴

データベースの照会言語は,図3-5に示すように検索対

象に対して何を検索するかというWhatto形式の非手続き形式

をしている｡この方式は,従来のHowto形式に比べて仕様の

機能水準が高く,データベースの物理的なデータ構造やアク

セス手順などに依存せずに記述できるという特徴をもってい

る｡このため,照会言語を使用して開発した応用プログラム

は,データ管理部のプログラム開発の工数を削減できるうえ,

異種ワークステーションへの移植性が向上する｡

(2)照会言語の使用方法

照会言語の使い方は,以下に示す三つの方法がある｡

(a)端末からコマンドの形式で入力して,結果は,ディス

プレイに表示して使用する｡

(b)リレーショナルDBMSをサブルーチンやマクロの形式

で参照するとき,照会言語はパラメータでi度して使用する｡

(C)プログラミング言語COBOL,Cなどで記述した応用プ

ログラム中に,照会言語を埋め込んで記述して使用する｡

【】 実現方式

4.1 ワークステーションのソフトウェアシステムにおける位

置づけ

図6はワークステーション内の他のソフトウェアとリレー

ショナルDBMSの関係づけを示したものである｡従来の入出

力装置制御,メモリ管理といった基本オペレーティングシス

テム機能の上に拡張オペレーティングシステム機能として通

検索内容 顧客テーブル,売上テーブルから,商品番号の商品を買った

顧客の顧客名,住所.電話番号を表示するっ

顧客テーブル

===> select *from顧客テーブル

顧客番号 顧客名

木下商会
高橋電機
川崎産業

ハヤマ商事
中部百貨店
秋田電気
神戸商会

7行検索Lました`)
>

照会言語

住所 電話番号

港区浜松町2-4-1
横浜市西区2-9-40
千葉市新宿2-14-2
沼津市黒瀬町8-1-2
名古屋市中区3-17-12
仙台市一番町2-4-1
神戸市中央区京町7-ト2

453-4111

321-5217

47-8607

32-4962

251-3111

23-012†

392-0921

売上テーブル

===> select* from売上テーブル

伝票番号 顧客番号

17行検索しました
>

商品番号 売上数

ニ==〉 selec一顧客名,住所,電話番号from売上テーブル,顧客テーブルWlere顧客テーブル,
顧客番号=売上テーブル,顧客番号a〔d商品番号=431

凸
顧客名 住所

木下商会 港区浜松町2-4-1
中部百貨店 名古屋市中区3-17-12

2行検索しまLた｡
〉

電話番号

453-4111

251-3111

図5 二つのテーブルを顧客番号で結合

した検索 複数テーブルを.結合力ラムを

指定して単一テーブルの形で結合Lて検索する｡
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表l 照会言語の仕様概要 ワークステーション用リレーショナルデー

タベースをアクセスする照会言語は,大形計算機HITAC Mシリーズの照会言語

EO+(Extended OuerYJanguage)のサブセットで構成Lている｡

分 菜頁 構 文

検 索 コ マ ン ド

SEJECTいlく列名リスト〉】く関数参照〉ト

FROM く表名リスト〉

〔WHERE く検索条件〉〕

〔GROUP BY く列名リスト〉〕

〔HAVING 〈検索条件〉〕

〔ORDER BY くソート条件〉〕

更新

コマンド

行の挿入

lNSERTINTO く表名〉

(〔く列名〉〕)ルAJUES(〈データ値リスト〉)l

く検索コマンド〉‡

行の削除
DELETE FROM く表名〉

〔WHERE く検索条件〉〕

行の更新

UPDATE く表名〉

SET く列名〉 = くデータ値〉

〔WHERE く検索条件〉〕

列の追加
ALTER TABJE く表名〉

ADD く列名〉 くデータ形〉

定義

コマンド

表の作成
CREATE TABJE く表名〉

〈列名〉 くデータ形〉

表の削除 DROP TABJE く表名〉

インデックスの CREATEINDEX くインデックス名〉

作成 ON く表名〉(く列名〉)

インデックスの

削除
DROPINDEX くインデックス名〉

制御

コマンド

権限の認可
GRANT仏LLlくアクセス権限名〉l

ON く表名〉TO壬くユーザID〉lpuBLIC‡

権限の取消

REVOKE仏LL】くアクセス権限名〉i

ONく表名〉FROM壬くユーザ旧〉lpuBJICl

SELECTL

くアクセス権限名〉==諾設.
UPDATE く列名〉

トランザクショ

ンの終りの定義
COMM,T WORK

トラン‾ゲクショ

ン内のロールバ

ック

ROJJBACK WORK

信機能,日本語処理機能などが存在し,その中の一つとして

リレーショナルDBMSを位置づける｡これらの機能は,オ/ヾ

レーティングシステム機能として応用プログラムから利用き

れる｡これにより,応用プログラムごとにリレーショナルDBMS

を組み込む必要がなくなり,実行に必要なメモリ量削i成と使

い勝手が向上する｡

4.2 プログラム構造

リレーショナルDBMSの構造を図7に示す｡

(1)管理プログラム制御部

複数ユーザーの管理制御やユーザーのデータベースに対す

る仕事の基本単位として定義される論理トランザクションの

開始,終了管理などを行なう｡

(2)照会言語の解析,実行部

データベースに対する照会言語のWhat to access形式を

Howto access形式に変換するのが処理内容である｡

(3)データ操作部

照会言語の変換結果であるデータベースアクセス手順に従

って,ディスクに対してデータを格納,検索したり,ソート
する｡

4.3 実現上の課題

ワークステーションのりレーショナルDBMSは,実現する

に当たって以下のような技術課題がある｡
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注:略語説明 DBMS(Data Base Management System)

図6 ワークステーションのソフトウェア構成図 リレーショナル

DBMSは.オペレーティングシステムの拡張機能として応用プログラムからア

クセスされる｡

応用
プログラム

エンドユーザー
インタフェース

管理プログラム制御

照会言語
解析,実行

データ操作

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

ユーティリティ

データ
ベース

図7 リレーショナルDBMSの構造 リレーショナルDBMSは.制御

部,照会言語の解析･実行部,データ操作部から構成されている｡照会言語は,

端末からコマンドとLて入力Lたり,システムマクロのパラメータとしてリレ

ーショナルDBMSに〉度される｡

(1) コンパクト化

小規模な装置上で,応用プログラムと結合して使用するた

ダ),所要メモリの少ないことが要求される｡

(2)処理グ)高速化

(a)照会言語が,何をアクセスするか(Whattoaccess)の

形式で与えられるので,これをいかにしてアクセスするか

(How to access)の形式に変換する処理が必要となる｡一

つの照会言語に対して,複数のアクセスパスが生成できる

場合もあり,処理速度のより速いものを選択生成する必要

がある｡

(b)大量のデータが処理対象であり,更に以下に示すよう

な処理が必要となるので高速化処理は重要である｡

(i)複数ユーザーで,データを共用したり同時使用するこ

とがあi),機密保護,排他制御の処理を必要とする｡

(ii)障害に備えて,データ回復用情報の取得処】空が必要で

ある｡

Gii)LANなどを介してアクセスされる場合があり,新たに,

通信のオーバヘッドが生じる｡

(3)ファミリー化

リレーショナルDBMSは,異種ワークステーションやサー

バなどにファミリー化して搭載し,LAN上で接続しOAシステ

ムを構築できるようにする｡このため,異種ワークステーシ

ョンやサーバなどへ移植しやすい実現方式,構造に設計する
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必要がある｡

4.

(1)

4 プログラムの設計

コンパクト化のために以下の方式で対応している｡

(a)照会言語の構文解析は,解析手順を表の形式にまとめ

て,入力言語に基づき表を解釈実行しながら行なう表駆動

方式を用いて,従来方式に比べて約÷のメモリ量で実現し
ている｡

(b)データベースのデータ,インデックス,ディレクトリ

は,すべてページと呼ばれる同一のメモリブロック単位で

抜いディスクとの入出力処理プログラムの共用を図ってい

る｡

(C)このほか,図8に示すように,ワークステーションの

実装メモリ量に応じて,プログラム,データのオーバレイ

量の割合を変更して対応している｡

(d)管理プログラムの機能定式化を進めモジュール化を図

り,モジュールの選択により普及形ワークステーション用

バージョンと排他制御,機密保護,通信機能などを備えた

高級形ワークステーション用バージョンが構成できる｡

(2)データベースへの高速アクセス処理を実現するために,

以下の方式や処理を組み込んだ｡

(a)インデックス定義

インデックスを定義することにより,データベースに高

速にアクセスできる｡インデックスの構造はB十ツリーであ

り,カラムのデータ変更に対して管理プログラムでインデ

ックスの更新を行なう｡

(b)アクセス手順(パス)の短縮化(図9参照)

単一コマンドのレベルで以下のようなアクセス手順の短

縮化を行なう｡

(i)結合演算では,二つのテーブルにインデックス定義あ

り,ソート済み及びインデックス定義もソートもされてい

ない,場合に分けて処理方式を分類する｡

(ii)複数カラムにインデックスが定義されている場合,検

索条件式中の比較演算子の種類や単一か得数条件かでイン

デックスのi舌用順位を決定する｡

(C)ディスクとの入出力処理で複数の入出力バッファ群は,

良くアクセスされるデータをより長くバッファ上に残して

おくLRU(LeastRecentlyUse)方式により管理する｡

(d)データ,ディクショナリ,インデックスは,ページと

呼ばれるメモリブロック単位で格納して統一処理を行なっ

ている｡データベース管理情報のデレクトリは,同じテー

ブルの情報を一つのページに局所化して格納してディスク

との入出力回数を削減している｡

データベース管理プログラムの制御

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
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化
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ッ
ク
ス
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の
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作
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セ
ス
パ
ス
の
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ィ
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の
更
新

図8 オーバレイ構造 メモリ量の少ないっ一クステーション用にリレ

ーショナルDBMSは,プログラムやデータのオーバレイで対応する｡オーバレ

イ構造は.テーブルの定義系,検索系,アクセスパスの生成系などで構成さ

れる｡

●問合せ処理最適化分類

分 類 対 象 方 式

大局的

最適化
(Ⅰ)

複数トランザクション ･トランザクションのクラスタリング

･スケジューリング

大局的

最適化
(ⅠⅠ)

上単
フー

ン

ザ

複数コマンド
･コマンドのクラスタリング

･問合せ変更とスケジューリング

局所的
単一コマンド

･問合せ等価変換
ク ･関連条件のクラスタリング

最適化
ン′

ヨ ･ルール利用による処理手順限定
ン

･処理手順コスト評価

●インデックス複数カラム定義時の利用順位

優 先 条 件 比 較 子

1

単一条件
2 lS N山l'

3 複数条件 区 間

4
単一条件

<,>

<=.>ニ

lN

5

OR

複数条件

●結合演算の処ま里方式

優 先 結合力ラム条件

1 インデックス定義

2 ソート

3 非ソート

図9 データベースアクセス手順の実豆絹化 アクセス手順の短縮化

処理は,単】コマンド(照会言語の一文)を対象に,インデックスの利用順位や

結合演算のカラム条件による処理の選択をする｡

(3)ファミリー化は,以下の方式で実現している｡

(a)パーソナルコンピュータ,ワークステーション,端末

など複数の機器に搭載できるように,それら機器で共通に

使えるC言語で記述し,オペレーティングシステムやシステ

ム構成に依存する部分を局所化し設計した｡リレーショナ

ルDBMSは,MS-DOS削),UNIX弊2),リアルタイムオペレ

ーティングシステムなど,複数のオペレーティングシステ

ム上に移植した｡

(b)ワークステーションのシステム規模の大小に対応する

ため,プログラム,データのオーバレイ制御の採用と機能

モジュールの取捨選択を可能とする構造で設計した｡

(c)特定オペレーティングシステムに依存する部分を局所

化するために,機密保護,排他制御,タスク管理などをDBMS

の基本機能として支援し,かつディスクとの入出力を,ペ

ージ単位で論理化して行なっている｡

切

5.

適用形態と効果

l連用形態

(1)単独で使用するパーソナルコンピュータ,ワークステー

ション,ワードプロセッサなどに搭載して,その上で使用可

能な文書処理,グラフ処理,伝票帳票処理などの応用プログ

ラムを一統合するデータ管理にリレーショナルDBMSを利用す

る｡

(2)図10に示すようにパーソナルコンピュータ,ワークステ

紫1)米国マイクロソフト社が開発したオペレーティングシステムの名

称である｡

瀬2)米国ATTベル研究所が開発したオペレーティングシステムの名称

である｡
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ワード
プロセッサ ○

データベース

ワーク

ステーション データ
ベース

+AN

データベース

サーバ
データ
ベース

パーソナル

コンピュータ

(a)OA機器,データベースサーバ

○
データベース

大形計算機
HITAC Mシリーズ

ワ【ク
ステーション

+AN

(スレーブ)

ワニク
ス丁-ション

ホスト

データベース

ワークステーション

(マスタ)

ローカル
データベース

(スレーブ)

(b)端末プロセッサ

図柑 適用形態 リレショナルDBMSは･ワードプロセッサ･ワークステーション･パーソナルコンピュータなどのOA機器や.データベースサーバに搭載

Lて使用する｡

表2 ファイルシステムとリレーショナルデータベースの比較 データベースによるデータ処理は,応用プログラムの開発工数,プログラムの作り

やすさの点で優れている凸 Lかし･処理速度は,ファイルシステムのほうが専用化されるので一倍に速い｡

項 目 ファイルシステム データベースシステム

方式の概略 王;≡;崇≡;≡;;≡≡≡言責;≡ヨ
プ｡グラムA シ更

lプログラムB芸蒜設言三三妄
データベース

lプログラムC-cのファイル処‡里
ムタ フアイルCl プログラムC

ム妄
プログラムの

開発工数
プログラムごとにデータ操作方法,データ構造を個別に設計 × データベース管理システムのデータ構造,検索処理言語を利用 (⊃

プログラムの プログラム,計算機の専門知識必要
×

非専門家でも作成可能
◎作りやすさ (Hov)tOaCCeSS) (Whattoaccess)

データの重複 同一テ1タの重複格納あり. × 一つのデータ共用 ⊂)

データの共用 困鞋(変換処理多い｡) × 容 易 ○

処 理 速 度 プログラム専用化により速いゥ ⊂) 汎用化のオーバヘッドあり｡ △

総 合 評 価 × 総 合 評 価 ◎

-ション,ワードプロセッサなどOA機器上のローカルDBMS

として使用する｡

(3)大形計算機に接続された端末やワークステーションに搭

載して,大形計算機のデータベースを共用データベースとし,

ワークステーションのテナータベースをローカルテ､-タベース

として使う｡

5.2 適用効果

表2に,リレーショナルDBMSと従来のファイルによるデ

ータ処理を比較して示す｡適用効果は,以下のようにまとめ

ることができる｡

(1)高水準の非手続き形式の照会言語と,単純で理解しやす

いテし-タ構造によりテ+タベースの使い勝手が向上し,構築,

管理,運用が容易となる｡

(2)各種ワークステーションにリレーショナルDBMSを搭載

することにより,ワークステーション間やワークステーショ

ン上の応用プログラム群の間でデータ管理が統一化でき,デ

ータ共用,交換がスムーズに行なえる｡

(3)応用プログラムのデータ処理プログラムが,高い機能水

準の照会言語で記述できるので開発工数が大幅に減り,かつ

異種間あるいは新旧ワークステーション間で応用プログラム

の流用がしやすくなる｡

(4)大形計算機HITAC Mシリーズとワークステーション,

あるいは端末とj妾続して大形計算機データベースのデータを

切り出し,ワークステーションのDBMSで処理することによ

り負荷分散が実現できる｡

50

田 結 言

統合形OAシステムと大形計算機HITAC Mシリーズとのフ

ァミリー化を指向したワークステーション用リレーショナル

DBMSを開発した｡これにより,ワークステーション上で計

算機の知識の少ない人でも比較的答易に個人用データベース

が構築できるようになり,更にLANに分散接続された異種間

ワークステーションのローカルデータベースやサーバ,ホス

トコンピュータ上の共用データベースをアクセスできるよう

になった｡一方,応用プログラム開発は,データ操作の処理

をリレーショナルDBMSの高水準な照会言語で開発できるの

で,工数を大幅に削減できる｡また,ワークステーション上

の複数の応用プログラム間でデータ交換,共用がスムーズに

行なえるようになり,使い勝手が向上する｡
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